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��
月
６
日
午
後
２
時
よ
り
、
町
産
業
セ
ン

タ
ー
に
て
本
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
第
��
回
合

同
演
奏
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
佐
藤
町

長
、
沼
澤
教
育
長
は
じ
め
白
鷹
町
内
か
ら
多
数

の
ご
来
場
を
賜
わ
り
、
初
の
満
席
公
演
と
な
り

ま
し
た
。
満
席
を
目
標
に
練
習
や
広
報
活
動
等

の
準
備
に
励
ん
で
い
た
部
員
は
、
人
の
埋
ま
っ

た
客
席
に
緊
張
し
な
が
ら
の
演
奏
、
そ
し
て
終

演
後
の
来
場
者
数
（
２
１
７
名
）
発
表
に
大
喜

び
で
し
た
。

荒高掲示板 
　　 吹奏楽部演奏会
　　 盛況のうち終了！
― 満席のお客様に囲まれて ―

　

第
１
部
は
今
夏
��
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
演
奏
曲
や
、
往
年
の
デ
ィ
ス
コ

の
名
曲
を
集
め
た
メ
ド
レ
ー
を
披
露
し
た
吹
奏

楽
ス
テ
ー
ジ
。
第
２
部
は
楽
器
を
持
ち
替
え
て

の
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
」
ス
テ
ー
ジ
、
��

年
前
に
全
国
を
賑
わ
せ
た
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル

ズ
と
ま
さ
に
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
、
荒
高
初
の

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
。
第
３
部
は
キ
ャ
ン
パ
ス

制
連
携
校
で
あ
る
、
長
井
工
業
高
校
の
吹
奏
楽

部
��
名
を
招
い
て
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

と
、
彩
り
豊
か
な
構
成
で
お
客
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、新
入
部
員
と
新
た
な
顧
問
を
迎
え
、

総
勢
��
名
と
い
う
近
年
で
最
も
多
い
部
員
数
と

な
り
ま
し
た
。
��
年
前
の
楽
器
を
引
っ
張
り
出

し
、
足
り
な
い
分
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
楽
器
を

借
り
た
り
と
、
楽
器
不
足
に
悩
み
な
が
ら
も
よ

う
や
く
迎
え
た
こ
の
演
奏
会
。
こ
こ
で
一
区
切

り
と
な
る
３
年
生
４
名
に
と
っ
て
は
、
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い

た
皆
様
、
演
奏
会
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第１部荒高吹奏楽ステージ

第２部荒高ジャズステージ

第３部ジョイントステージ

with 長井工業
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　こども園では、祖父母参観日に「お相撲大会」を毎年行い

ます。はじめてのまわし姿に照れ気味の子どもたちです。勝っ

たり負けたり、泣いたり笑ったりして、体と心が強くなりま

した。みんな、挨拶チャンピオン、四股ふみチャンピオン、

お相撲チャンピオン（横綱）めざしてがんばりました。

「まわしとりわざをつかってすもうとり」

「おすもうでまけてもなかないがまんして」

「まけないぞつよいこころでよこづなだ」
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